
令和 8 年  10 月 19 日 
報道機関 各位 

◆本件のポイント

・山陰研究交流会では、毎月 1テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすくご紹介しています

・地域おこし協力隊を支える「県域支援ネットワーク」の9年間の実践から、協力隊と自治体を支え

る仕組みの可能性を探ります

◆本件の概要

202６年度山陰研究交流会では、１０月から毎月 1テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすくご

紹介していきます。1０月は三瓶 裕美 氏(一般社団法人しまね協力隊ネットワーク 代表理事)にし

まね協力隊ネットワークの実践をもとに、地域おこし協力隊への支援のあり方や課題についてお話し

いただきます。 

地域おこし協力隊制度では、市町村が実施主体となる一方、その外側から隊員や自治体を支える

仕組みも求められています。 

本発表では、しまね協力隊ネットワークの９年間の実践をもとに、隊員と自治体の関係を開き、地

域に近い場所で見守る「県域の支援層」がどのように形成され、育ってきたのかを振り返り、その役

割と今後の課題を考えます。 

◆概要内容

【日  時】2026年 10月 28日(水)  16：30～18：00 

【テ ー マ】地域おこし協力隊制度における都道府県単位の支援ネットワークの役割と課題 

―しまね協力隊ネットワークの実践を通じて― 

【発 表 者】三瓶 裕美 氏(一般社団法人しまね協力隊ネットワーク 代表理事) 

【開催方法】Zoomによるオンライン(要事前申込み) 

◆本件の連絡先 ※[at]は＠に置き換えてください

島根大学法文学部山陰研究センター

電 話：0852-32-9833 / メール：admin-src[at]soc.shimane-u.ac.jp 

案内 HP: https://www.src.shimane-u.ac.jp/docs/2026092800029/ 

◇その他

取材につきましてはミーティング URL をご案内いたしますので連絡先にご連絡ください。開催

前日や対面での取材につきましても対応いたします。

【添付資料： ■ あり（ １ 枚） 】 

山陰研究交流会 

「地域おこし協力隊制度における都道府県単位の支援ネットワークの役割と

課題―しまね協力隊ネットワークの実践を通じて―」開催 

https://www.src.shimane-u.ac.jp/docs/2026092800029/


�� ��

� � ��

�� ��

� ��
����


	リリース原稿_山陰研究交流会
	添付資料_山陰研究交流会

